
第８回市民検討会の検討状況
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分 散

図書館敷地集約

図書館敷地+公民館敷地

図書館敷地+公園

公民館敷地集約

公民館敷地+図書館敷地

公民館敷地+青少年敷地

図書館敷地+公民館敷地+青少年敷地
公民館敷地+図書館敷地

図書館敷地+公民館敷地+公園

※第８回検討会時点の傾向を見るため
に敷地の利用状況と延床面積に着目
して整理したものです。



分散（A-2・C-1・C-3・D-4・E-2・E-3）
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公共施設

・公共施設を特定の敷地に集中させず分散して配置

・施設の特性に応じて再配置

・既存の建物をいかしたリノベーションの提案も

公園
・現在の公園機能を維持しつつ、新たな機能を導入
（児童館、カフェ、防災倉庫、Ｄ５２の活用等）

まちづくり
・現在の公共施設の配置を大きく変えない

・鹿沼公園の現在の魅力を維持

【概 要】



公共施設 ・公民館、図書館、駐輪場は現位置のまま
・公園内に青少年学習センター、あさひ児童館
を配置
・公園内の建物は分棟とし棟間の空間をいかす
・図書館の建物は公園との一体性を持たせる
・国際交流ラウンジは廃止するが他施設の一体
型施設として再整備したい

公園 ・現状の配置を基本に、敷地をオフセットして
公共施設を配置、前庭区間を活用する

まちづくり ・駅に近い利便性を重視
廃止施設 ・国際交流ラウンジ：事務室、会議室

・公民館：その他共用

公共施設 ・公民館敷地に公民館と国際交流ラウンジを配
置（行政機能を集約）
・公園に青少年学習センターとあさひ児童館を
配置
・図書館は現位置のままとし増床
・駐輪場は現位置のままとする

公園 －
まちづくり －
廃止施設 －

分散（A-２・C-1・C-3・D-4・E-2・E-3）

3

Ａ-２ Ｃ-１

市立図書館

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場大野北公民館青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

眺望

公園と一体化

駅近の
利便性重視

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館

青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

返す

行政機能

図書館増床

当初12,200Pt → 検討後11,950Pt 当初12,200Pt → 検討後12,200Pt



公共施設 ・公民館敷地に公民館と国際交流ラウンジ、青
少年学習センターを配置。
・公園にあさひ児童館を配置。
・図書館は既存建物をリノベーションする。
・駐輪場は現位置のままとする。

公園 ・公園は、管理棟を集約し防災倉庫・カフェを
併設、トイレを新設する。

まちづくり －
廃止施設 －

公共施設 ・公民館、図書館、青少年学習センター、国際
交流ラウンジ、駐輪場は現位置のまま
・和室は減らす
・公園にあさひ児童館を配置
・高齢者のアクセスに配慮
・図書館への大学施設の入居も考えられる

公園 ・公園は、カフェを配置し利用促進を図る。多
目的広場を検討
・公園に高い建物は立てない。建物を整備する
場合は、低層の建物を野球場などに配置

まちづくり －
廃止施設 －

分散（A-２・C-1・C-3・D-4・E-2・E-3）
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Ｃ-３ Ｄ-４

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館
青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

児童館
園庭ない

トイレ新設

管理棟
集約

・防災倉庫・カフェ
→災害時炊出し

図書館
由緒ある建物 第１自転車駐車場

第２自転車駐車場
大野北公民館

青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

建物を作るとしても
平たい建物を
野球場などに

公園に高い
建物を建てない

現状にも
メリットがある

授業で図書館を
使ってもおもしろい

カフェなど（メリッ
ト）がないと
なかなか足が向かない

青学の施設を
入れては？

現状の建物の
老朽化対策の課題

公民館はいい場所
建替えは必要

高齢者からしたら
公園は遠い

当初12,200Pt → 検討後12,300Pt当初12,200Pt → 検討後12,200Pt



公共施設 ・公民館敷地に公民館、図書館の会議室を配置
（音の出せる施設、イベントスペース、機材
搬入が必要な施設を駅近くに）
・図書館敷地に図書館、あさひ児童館、国際交
流ラウンジ、公民館（一部）、公園管理事務
所（一部）を配置
・青少年学習センターは縮小して現位置に残す

公園 ・公園は駐車場を地下化して拡大、D52を動く
ようにする

まちづくり ・駐輪場は現位置で地下化し上部を活用し賃料
を得る

廃止施設 ・公民館：調理工作室
・青少年学習センター：小・中会議室、和室、ロビー、
事務室

公共施設 ・公民館敷地に公民館、駐輪場を配置
・図書館は可能ならリノベーションし、まちづ
くりセンター、交際交流ラウンジを配置
・青少年学習センターは縮小して現位置に残す
・公園にあさひ児童館は配置

公園 ・公園はカフェの配置、地下駐車場を整備、蓮
池の芝生広場化、D52の休憩スペースとして
の活用、交通公園の拡張

まちづくり －
廃止施設 ・青少年学習センター：和室、事務室

分散（A-２・C-1・C-3・D-4・E-2・E-3）
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Ｅ-２ Ｅ-３

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場大野北公民館

青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

目的のある施設

共用施設

Ｄ52は移動して
公園内に動かす

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館

青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

縮小して
残す

当初12,200Pt → 検討後11,550Pt 当初12,200Pt → 検討後12,050Pt



鹿沼公園中心（A-1・D-1・D-2・E-1）
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公共施設

・公共施設を鹿沼公園中心に配置

・複合化による施設間の連携、再編、管理の効率化

・公園と一体となった公共施設（分棟、合築）

公園

・現在の公園の魅力をいかしつつ、公共施設と一体的に
再整備
（児童交通公園、築山、運動広場の機能維持、野球場
の用途転換、公園施設配置見直し等）

まちづくり
・鹿沼公園を中心としたまちづくり

・公共施設跡地の活用（駐輪場・駐車場、売却）

【概 要】



公共施設 ・鹿沼公園の駐車場付近に公共施設を配置
・施設を集約し、ホール等のスペースを生み出
すとともに公園への影響を抑制する
・公園に配置するため施工中の仮設が必要ない
・駐輪場は１棟に集約

公園 ・施設配置を見直し、野球場の多目的広場化、
中央部への高木植栽を行い緑量を確保する

まちづくり －
廃止施設 －

公共施設 ・鹿沼公園の野球場付近に公共施設を配置
・建物を分散配置し棟間の空間をいかす
・駐輪場は、駐車場とともに市立図書館跡地に
配置（立体化も考えられる）

公園 ・野球場以外は残す
まちづくり ・駅と公園を結ぶ道路を整備し季節感、安全性

を高める
・跡地は、売却も考えられる

廃止施設 ・青少年学習センター：その他共用
・図書館：その他共用、ロビー、和室
・公民館：その他共用

鹿沼公園中心（A-1・D-1・D-2・E-1）
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Ａ-１ Ｄ-１

市立図書館

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

テニスコート
は残す

駐車場・駐輪場
→立体化もあり

売却もあり

道路の整備
（季節感・安全）

メタセコイアなど
大きな木が欲しい
（中央部）

集約して
大きなホールを

運動機能
を集約

野球場を
多目的に 施設

大野北公民館
青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

当初12,200Pt → 検討後10,350Pt 当初12,200Pt → 検討後12,200Pt



公共施設 ・公園の入口広場付近に公共施設を配置
・廃止できる施設は廃止し、コンパクトにし、
景観に配慮。高さは3～4F
・駐輪場は現位置のままとする

公園 ・野球場は多目的に利用できるオープンスペー
スとする

まちづくり ・跡地は売却する
廃止施設 ・図書館：大会議室、中会議室、和室、視聴覚室、ス

タジオ・教材作成室、ロビー
・青少年学習センター：ロビー

公共施設 ・公園の野球場付近に公共施設を配置
・施設を集約することで公園への影響を抑える
・駐輪場は現位置のままとする

公園 ・野球場は芝を廃し、子供のプレイパーク、避
難場所として再整備する。

まちづくり ・公園外周道路の歩道を拡幅する
廃止施設 －

鹿沼公園中心（A-1・D-1・D-2・E-1）
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Ｄ-２ Ｅ-１

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館
青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

築山は
そのまま

図書館の物流
アクセスの問題

芝をやめる
（管理費）

野球場に
施設を集約

子どもの
プレイパーク

避難場所
にもなる

駐車場をどう
確保するか 交通公園は

現状の位置

公園にあまり
手を加えない

接近して
いる所が良い

歩道の
拡幅

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

当初12,200Pt → 検討後12,200Pt 当初12,200Pt → 検討後11,350Pt



図書館敷地中心（A-3・B-1・C-4・D-3）
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公共施設

・公共施設を市立図書館敷地を中心に配置

・公共施設と鹿沼公園との関係を重視

・施設によっては一部を駅前に配置するなど、
駅前と役割分担

・複合化による施設間の連携、再編、管理の効率化

公園

・新たな機能の導入や機能転換による魅力向上
(歩行者動線、ジョギングコース、多目的広場等)

・公共施設用地、仮設用地としての活用の提案も

まちづくり
・鹿沼公園と市立図書館エリアを中心としたまちづくり

・公民館敷地は、公民館の維持、駐車場、
民間による活用等が提案されている

【概 要】



公共施設 ・図書館敷地に図書館と青少年学習センター、
公民館を配置
・駅に近い利便性を重視し、公民館敷地にまち
づくりセンターとあさひ児童館を配置
・駐輪場は現位置

公園 ・公園は現状の魅力をいかす。
・野球場は多目的広場とし、ウォーキング・
ジョギングコースを新設、駐車場は廃止し駐
輪場とする。

まちづくり ・公民館敷地には民間事業者がテナントとして
入居することも考えられる

廃止施設 ・青少年学習センター：ロビー、その他共用、和室
・図書館：ロビー、中会議室、大会議室、和室
・公民館：ロビー ・鹿沼公園：管理事務所

公共施設 ・図書館敷地に図書館、青少年学習センター、
国際交流ラウンジを配置
・公民館敷地に公民館、あさひ児童館を配置、
会議スペースを追加
・青少年学習センターは、一部を現位置に残す。
・駐輪場は現位置のままとする。

公園 ・公園を大事にする
・公園には公共施設は配置せず現状を維持

まちづくり ・駅前の建物は高さを制限
・駐輪場の間の通行を維持し緑を配置
・駐車場は隣接するスーパーと一体化する。

廃止施設 －

図書館敷地中心（A-3・B-1・C-4・D-3）
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Ａ-３ Ｂ-１

市立図書館

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場大野北公民館

青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

ウォーキング・
ジョギングコース

野球場
↓

多目的広場へ
エントランス

エントランス 駐車場は×
↓

駐輪場に

公園あっての
南口

民間事業テナント活用あり 駅近の利便性重視

市立図書館

第１自転車駐車場

第２自転車駐車場

大野北公民館青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

借地面積を
小さくして維持

駐車場は
隣接スーパー
と一体化

公民館の会議
スペースを追加

ラウンジ機能
を図書館へ 緑の多い

駅前

駅前建物NG
高くしない

緑・通行

自習スペースから
公園が見える

公園にする

当初12,200Pt → 検討後10,600Pt 当初12,200Pt → 検討後12,200Pt



公共施設 ・図書館敷地と公園駐車場敷地を一体的に公共
施設用地とし、図書館、公民館、青少年学習
センター、児童館、国際交流ラウンジを配置
・公園内に児童館を配置
・駐輪場は現位置のままとする

公園 ・公園外周を歩けるようにする
まちづくり ・公民館跡地には立体駐車場を配置（公園駐車

場兼ねる）
廃止施設 －

公共施設 ・図書館敷地に図書館と青少年学習センター、
児童館を配置。大人と子供の空間を分ける
共有スペースを削減し新たな空間を導入
・公民館、国際交流ラウンジ、駐輪場は現位置
・国際交流ラウンジは図書館と連携し集約も可

公園 ・公園には公共施設は配置しない。管理事務所
の会議室をカフェに転用
・野球場は公民館の移転仮設用地に活用

まちづくり ・図書館建物は近隣から公園への景観に配慮
廃止施設 ・図書館：視聴覚室

図書館敷地中心（A-3・B-1・C-4・D-3）
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Ｃ-４ Ｄ-３

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館
青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

公民館
仮設（工事中）

駅前にはもった
いない気もする
駐輪場の集約
敷地の売却

公民館はそのまま
リニューアル？

公民館のスペースが狭い

共有スペースを削減して新たな空間に

保育園からの公
園に対する景観

図書館の仮設の用地は？

大人と子供のスペースを分ける

図書館に機能を集約

会議室をカフェに転用

図書館のサービスとのコラボ
（集約しても良い）

なるべく複合化した方が新たな
スペースを作ることもできる

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

この中で
複合施設を考える

カフェ

駐車場２層

返す

外周歩ける

当初12,200Pt → 検討後12,200Pt 当初12,200Pt → 検討後12,300Pt



公共施設

・公共施設を大野北公民館敷地中心に配置

・駅に近い利便性を重視

・利用者特性や部屋の特徴に応じたすみ分け・配慮

公園
・新たな機能の導入や機能転換による魅力向上
（カフェ、芝生広場、スポーツ施設、多目的広場等）

まちづくり

・駅前を中心としたまちづくり

・図書館跡地の活用
（芝生広場、災害時のための空地、駐車場、将来の建
替用地等）

・建物の高さ誘導の提案も

公民館敷地中心（B-2・B-3・C-2・E-4）
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【概 要】



公共施設 ・駅前に施設を集める
・公民館敷地に公民館（共用ｽﾍﾟｰｽ）、図書館、
児童館、国際交流ラウンジ、駐輪場を配置
・図書館敷地に公民館（貸室・ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ）青少
年学習センター（貸室）を配置する。

公園 ・公園は、新たなスポーツ施設、芝生広場、水
場、トイレを追加する

まちづくり・駅から公園に向かって建物の高さを低くして
いく

廃止施設 ・図書館：和室、その他共用
・青少年学習センター：和室、ロビー、その他共用、事務室

公共施設 ・公民館敷地に公民館と図書館、青少年学習セ
ンター（貸室）、児童館、国際交流ラウンジ
（拡大）を配置
・公民館敷地の施設は、中高生のたまり場に配
慮する。屋内で飲食できる場所が望まれる。
・青少年学習センターは子供の遊び場の機能を
現位置に残す
・駐輪場は現位置のままとする。

公園 －
まちづくり ・図書館跡地は芝生広場とし、災害拠点として

災害時に活用可能な状態としておく。
廃止施設 ・青少年学習センター：和室、ロビー、その他共用、事務室

公民館敷地中心（B-2・B-3・C-2・E-4）
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Ｂ-２ Ｂ-３

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場

大野北公民館
青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

水道場
トイレ追加

公園に芝生広場
がほしい

機能移転
→駅前へ 高

低

地下駐輪場

機能移転

小さなスポーツ
施設（新設） 第１自転車駐車場

第２自転車駐車場
大野北公民館青少年

学習センター 国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館子供の
遊び場を残す

拠点
芝生広場

屋内で食べる場所がほしい
ラウンジ（シリウス）

災害拠点
※余った機能を補う

国際交流
ラウンジ（増）

中高生専用のたまり場所（調
布）分ける、分けない？

用事がなくてもいることが
できる場所（高校生）

当初12,200Pt → 検討後10,550Pt 当初12,200Pt → 検討後11,700Pt



公共施設 ・公民館敷地に、公民館、図書館、青少年学習
センター、あさひ児童館、国際交流ラウンジ
を配置
（共用部削減、複合化で維持費削減）
・駐輪場は現位置のままとする

公園 ・公園の駐車場を図書館跡地に移転し、多目的
広場とする。カフェを配置する。

まちづくり ・図書館用地を駐車場にする。
廃止施設 －

公共施設 ・公民館敷地に図書館を配置。駐車場は残す。
・あさひ児童館は公園に配置
・駐輪場敷地に駐輪場と国際交流ラウンジ、公
民館の大会議室、音を出せる部屋を配置。
・青少年学習センターに現状のまま公民館機能
を持たせる

公園 ・カフェを公園に置く
まちづくり ・借地は返却

・土地の売却はしない
・駐輪場敷地上部をビルにすることも可

廃止施設 －

公民館敷地中心（B-2・B-3・C-2・E-4）
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Ｃ-２ Ｅ-４

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場大野北公民館青少年

学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

カフェ等
人が集う場所

多目的広場に

駐車場（２層）

返す

第１自転車駐車場
第２自転車駐車場大野北公民館

青少年
学習センター

国際交流
ラウンジ

あさひ児童館

市立図書館

当初12,200Pt → 検討後12,300Pt当初12,200Pt → 検討後12,200Pt


